
富山地方鉄道鉄道線に関する
意見交換会
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１ 鉄道線の運行状況

２ 運行形態のパターン検討

３ 将来予測（パターン比較）

４ 今後の方向性について

５ R7意見交換会でいただいたご意見

●意見交換会

●令和７年度調査概要など



①路線の概要図
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※上市－滑川間は損失が
大きい区間のため、利用
促進に向けた地域での取
組が必要です。
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１ 鉄道線の運行状況

（富山地方鉄道㈱資料より）



１ 鉄道線の運行状況
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②地域ごとの輸送状況

（富山地方鉄道本線あり方調査）



１ 鉄道線の運行状況
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（富山地方鉄道本線あり方調査）
③利用者の状況



１ 鉄道線の運行状況
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④鉄道事業の収支

（富山地方鉄道本線あり方調査）
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２ 運行形態のパターン検討
持続可能な運行形態を見出すため、本線区間で将来的に考えられる運行形態を
６つのパターンに分け、収支見通しや整備事業費などを比較検討しました。

※パターン4については、電鉄富山～滑川までが運行（維持）されることとなったほか、
新魚津以東は本市区域外の検討となることから、以降の説明から除いています。

（富山地方鉄道本線あり方調査）
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３ 将来予測（パターン比較）
（富山地方鉄道本線あり方調査）①運行収支（10年後）

②施設整備費など（初期～10年後以降）

将来人口や物価上昇等を考慮し、10年後となるR17年度の運行収支を試算しました。
なお、観光客の伸びや利用促進策による利用者の増加は考慮していません。

各運行形態パターンをとることにより必要となる費用を整理しました。当面の10年間の維持管理費やレー
ル・枕木等の更新費のほか、通常必須と考えられる大規模修繕費（時期は未定）などを試算しています。
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３ 将来予測（パターン比較）
③利用者を増やす取組

現在考えられている利用者を増やすための取組に加え、参考として概算事業費を試算しました。各アイディ
アは、実施の有無も含め、沿線住民や利用者の意見等を十分に把握した上で調整を図る必要があります。

※1.(5) 新型車両の導入に係る経費は、車両の種類や数による変動が大きいため、単価のみ記載します。（設計費は各車両一律5億円）

・交直省エネ車 4.0億円/両
・交直両用車 6.4億円/両
・電気式気動車 5.6億円/両

【必要編成数の想定】（2両/編成）
パターン１：普通・急行列車 8編成、特急列車 3編成
パターン２－１・２－２：普通・特急列車 5編成、特急列車 3編成

（富山地方鉄道本線あり方調査）
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３ 将来予測（パターン比較）
④あいの風とやま鉄道との接続性向上

新魚津駅であいの風とやま鉄道と同一ホームで乗り換える可能性を検討しました。
なるべく既存の施設を有効活用することとし、あいの風とやま鉄道３番線に入線する形を想定しています。

3番線

※下り方面は対面乗換（2番↔3番）が可能と
なるが、上り方面は対面乗換ができない（1番
↔3番）など、実現には、ホーム形式や線形見
直し等の抜本的改良が必要

あいの風とやま鉄道ホームに入線する
には、富山地方鉄道車両の変更が必要

（富山地方鉄道本線あり方調査）

なお、あいの風とやま鉄道の車両が富山地方鉄
道鉄道線に乗り入れるには、左記とは別に次の
費用を考える必要があります。

・あいの風とやま鉄道の増車に伴う車両の購入

交直両用車 6.4億円/両（1編成は2両）

・IC改札機の整備 700万円/基

・券売機の整備 1,200万円/基

あいの風とやま鉄道下り線に反対方向に
入線するため、ダイヤ調整や安全確保の
ためのシステム改修が必要

新魚津駅

魚津駅

富山地方鉄道

あいの風とやま鉄道
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４ 今後の方向性について
①鉄道線の必要性

●上市以東の高校に通う生徒のうち、全体の約３割が富山地方鉄道を利用して通学
→市町域を超えて通学する高校生にとっては欠くことができない移動手段となっています。

●観光面においても、県東部の観光周遊ルートを形成
年間32.4万人を超える宇奈月温泉観光客のうち、地鉄
利用者は8.8万人（約27％）
→黒部宇奈月キャニオンルートの開業を控え、利用者

の更なる上積みと地域への経済効果が期待されます。

▼高校生の鉄道利用割合

（富山地方鉄道本線あり方調査）

パターン１、２（並行区間の存廃）に課題
を絞って検討を進めることとなりました。

▼県東部のみならず県全体に効果を
もたらす周遊観光ルートと鉄道網

POINT１
【あり方検討会本線分科会】



②滑川～新魚津間
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４ 今後の方向性について

★存続する場合
・この区間で毎年約1.3億円（当面の10年間で13.3億円）の行政負担が考えられる
・長期的には、早月川橋梁などの大規模修繕や架け替えなどの更なる上積み（8～85億円）

POINT２

●調査結果に基づき、滑川
駅～新魚津駅の区間にお
ける運行収支や整備事業
費などの見通しについて、
パターンごとに整理しま
した。

★廃止する場合
・当該区間の運行にかかる費用は無くなる（収支0）
・あいの風とやま鉄道との乗換接続向上のため、滑川駅跨線橋整備に10億円
・東滑川駅の利便性向上・利用促進として、山側から利用できるような整備も求められる

（富山地方鉄道本線あり方調査）

（並行区間）の見通し



・令和６年９月 富山地方鉄道㈱・沿線市町村首長会議

沿線７市町村による県知事要望

「富山地方鉄道鉄道線の維持・活性化に関する要望書」

・令和６年11月 第１回富山地方鉄道鉄道線のあり方検討会（県、沿線７市町村、地鉄）

・令和７年２月 第２回富山地方鉄道鉄道線のあり方検討会（県、沿線７市町村、地鉄）

・令和７年７月 第１回本線分科会（県、本線沿線４市町、地鉄）

４市町による「富山地方鉄道本線あり方調査業務委託」

・令和７年11月 第２回本線分科会（県、本線沿線４市町、地鉄）

★「富山地方鉄道本線あり方調査」中間報告

・令和７年12月 第４回富山地方鉄道鉄道線のあり方検討会（県、沿線７市町村、地鉄）

★令和８年度の運行方針について協議

滑川市内各地区での意見交換会

・令和８年３月 第３回本線分科会（県、本線沿線４市町、地鉄）

★ 「富山地方鉄道本線あり方調査」最終報告
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令和7年12月 各地区意見交換会

「富山地方鉄道本線あり方調査」最終報告

令和８年３月 第３回本線分科会

POINT３

４ 今後の方向性について
③今後の予定

令和８年度からは、富山県において新たな検討組織が設置され、広域鉄道ネットワークの維持に向けた
議論が進められることとなります。
市では、当面の10年間のみならず、将来を見据えた長期的な視点での検討が不可欠と考えており、あい
の風とやま鉄道を含めた持続可能で最適な地域交通サービスの実現を目指してまいります。
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【実施期間】

令和８年５月～６月頃

【回答方法】

アンケート用紙に記入いただくほか、インターネットで回答

【設問】

・通勤・通学などの移動方法について

・富山地方鉄道の利用状況とその理由など

・富山地方鉄道の利用促進に関する意見

・地鉄本線の必要性や行政負担などについて

富山地方鉄道本線あり方調査の結果をお示しするとともに、今後、皆様の
ご意見をアンケート形式でお聞きしていきたいと考えています。

【ご参考】アンケートの実施について
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５ R7意見交換会でいただいたご意見
★主な意見と考え方

令和８年度からは、県主導のもと、広域鉄道ネットワークの維持に向けた議論が進められる中で、持続
可能で最適な地域交通サービスの実現を目指してまいります。並行して、市としても、利用者増という
根本的な課題に対しどのようなことができるのか、利用促進に向けた取組を進めてまいります。

現状の利用者や将来も含めた観光面での伸びしろなどから、鉄道線の必要性が示されましたが、沿線自
治体で支えていくには、費用面での厳しい調査結果が示されました。今後、県主導のもと、広域鉄道
ネットワークの維持に向けた議論を進めてまいります。

令和７年12月開催
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５ R7意見交換会でいただいたご意見
★主な意見と考え方

調査結果を踏まえると、沿線自治体で将来にわたり現行のまま維持していくには、費用面での課題が明
らかになりました。今後、県主導のもと、広域鉄道ネットワークの維持に向けた議論が進められる中で、
あいの風とやま鉄道を含めた最適な鉄道ネットワークについても検討したいと考えています。

また、地域住民や通勤・通学、観光等で市内を訪れる方々の移動を支えるため、鉄道駅を中心とした市
内２次交通（コミュニティバス、オンデマンド交通）の充実などの手だてについても検討してまいりま
す。

令和７年12月開催
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５ R7意見交換会でいただいたご意見
★主な意見と考え方

富山地方鉄道鉄道線のあり方検討会などにおいて、皆様からのご意見を県へ伝えました。

令和８年度からは、富山県において新たな検討組織が設置されます。県のリーダーシップのもと、さ
らに調査検討を加速化・精査し、議論を進めてまいります。

調査結果にありますとおり、県東部の観光周遊ルートを形成するなど、本線の観光面におけるポテン
シャルを生かし、沿線市としてもどのようなことができるのか、利用促進策に向けた取組を検討して
まいります。

令和７年12月開催
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５ R7意見交換会でいただいたご意見
★主な意見と考え方

富山地方鉄道本線あり方調査において、概算ではありますが、ある程度費用感を明らかにしましたの
で、ご覧いただければと思います。

また、その他ご意見につきましても、今後のあり方の検討や、具体的な取組の参考とさせていただき
ます。貴重なご意見をありがとうございました。

令和７年12月開催


